
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 

 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 高知市立一ツ橋小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ０ １２ 

 

児童数 ４６ ５３ ６５ ５８ ４７ ５５ ０ ３２４ 
１７ 

 
Ⅱ 研究の概要 
 １． 研究主題 

  児童一人ひとりの学力向上 
  ～聞く、話す、書く、読む力を基本としたコミュニケーション能力の育成～ 

 
 ２． 研究内容と方法 
    （１）実施学年・教科 

 ・１～６年生・国語 

本校では、「学力」を、特に「聞く、話す、書く、読む」力と捉え、それらを
基本としたコミュニケーション能力の育成が重要だと考えている。子どもたちが
将来にわたって生きていく上での基礎となる言語能力や人とかかわる力、人と交
わる力を向上させていく必要がある。 

・３・４年生・算数 
  多くの児童は、かけ算、九九よりも除法に戸惑うことが多い。そこで、九九の
習熟を図りながら、一番つまずきの多い３年生の算数の手厚い指導を行うことに
した。さらに、学習指導要領の改訂に伴い、小数と分数が４年生に引き上げられ
たので、４年生の算数についても指導の充実の必要があると考えた。 

 
（２）年次ごとの計画 
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○ テーマ 
聞く、話す、書く、読む力を基本としたコミュニケーション能力の育成 

○ 研究の見通し(仮説) 
自分を大切にする気持ちや、人との心のつながりの良さを感じる集団の中
で、意図的・継続的に「聞く、話す、書く、読む」場を設定していけば、相
手意識をもったコミュニケーション能力の育成を図ることができるのではな
いか。 
○ 研究の内容・方法 
（１）研究推進体制の工夫 

・ 系統性を重視した低学年、中学年、高学年の３ブロックの体制 
・ 各ブロックからの代表と、研究主任、教務主任、教頭、校長からな
る研究推進委員会の機能の充実 

       ・ 専門性を活かしたＴＴ教員と、学級担任による連携を重視した授業
計画 

 （２）研究の実際 
（ア）具体的な到達目標の作成、修正 

    ・ 聞く、話す、書く、読む能力及びコミュニケーション能力の育成
に関する能力を系統的に捉え、具体的な子どもの姿で到達目標を作

 
 都道府県名 高 知 県 
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成し、必要に応じて修正をしてきた・・・[資料①] 
・ 研究授業を行う際には、本単元及び本時の評価規準を具体的な子
どもの姿で明確にするようにしてきた。 

     （イ）授業形態の工夫 
    ・ 算数担当教員と学級担任が行うＴＴ授業（３・４年生）・・単元

に応じて 
   授業は主に算数担当教員が進め、学級担任は、主に個別指導にあ
たり、個の意見を算数担当教員に伝えたりして、共に授業を構成し
ながら進めている。算数担当教員の専門性を生かしながら、児童一
人ひとりの様子をより詳しく知っている学級担任との連携により、
充実した内容かつ、きめ細かな対応による授業が展開できた。 

・ 少人数による指導（３年生）・・単元に応じて 
３年生の子どもたち６５名を、３つの学習集団に分け、学級担任
２名と算数担当教員で指導した。単位学級の人数は１０名程度少な
くなり、操作活動などの見届けが、よりきめ細かにできた。また、
同じ指導案で３名の教員が授業を行うことで、その内容の検討が深
まり、より良い指導計画への見直しができた。 
・ 取り出し指導（４年生）・・単元に応じて 
学習の習熟度に遅れがみられる児童に対して、個の「つまずき」
に対応し、学級担任が１対１の授業を行い、算数担当教員が、他の
児童を指導する学習形態も試みた。児童一人に対して、学級担任が
一人ついて指導するので、その子なりの習熟度に合わせた指導がで
き、児童の学習意欲が高まっている。  

・ コース別学習（４年生）・・・個の「つまずき」に応じて 
個の「つまずき」を予想し、事前に、その「つまずき」に対応し
た学習コースを準備し、指導した。 

（ウ）個に応じた学習課題の提供と評価 
    ・ １学期の実態を考慮して、一人ひとり違う内容の夏休みの宿題

「算数プリント集」を作成（３年生と４年生）・・・[資料②] 
      ３年生は２８種類のプリントから一人１２枚を、４年生は３１種

類のプリントから一人１２枚をそれぞれ綴じて夏休みの宿題とし
た。中には、個々の学習状況に応じて、補充的な内容や発展的な内
容を含むプリントを準備した。 

      [資料②]は、誰にどんなプリントを準備したか、その一覧表であ
る。 

 ・ 学期ごとの評価では、一人ひとりの学習状況を一覧表にした。 
ＣＲＴの結果と比較したり、１時間ごとの学習記録を見直したり
するなどして、一人ひとりにコメントをつけ、それを一覧表にし
た・・・［資料③］ 

（エ）子どもの学習感想を生かした授業評価の取り組み 
・ 「今日の授業は楽しかったですか」「自分の考えを相手に分かる
ように話すことができましたか」「友だちの考えを自分でも考えな
がら聞くことができましたか」「自分の考えを分かりやすくノート
に書くことができましたか」などの項目に対して「はい」「いい
え」で答えた授業評価の集計や、自由記述による感想をもとに、授
業研究を行い、授業を改善するように努めた。 

  （オ）その他 
・ 本校の研究の特色は、次の４点である。 
① 日頃の１時間１時間の授業こそを最大限に大切にする。 
② 誤答こそ「理解を深めるチャンス」として活用する。 
③ 年度当初のＣＲＴをもとに個に応じた指導方法を考え、３学
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期にＣＲＴ を行い、個の伸びや学級全体の伸びなどを統計的に
検証する。 
④ 学力向上に向けての取り組みを地域・家庭などに公開する。 
このうち、②の「誤答」について、例えば、テストの無答にし
ても、全く分からず出来なかったのか、出来る力はあるが時間が
無くて出来なかったのか、同一に扱うことは出来ない。 
４年生の「わり算の筆算」を例にして考えても、商が正しく立
たないのか、正しく商を立てても九九で間違えたのか、引き算で
間違えたのか、「誤答」から、個の傾向が分析できる。それらを
記録することによって、個に対応する方途が見えてくるのであ
る。テストなどのプリントだけではない。授業においても、「誤
答」が出た場面こそ「理解を深めるチャンス」として活用してい
る。したがって、「違いま～す」「え～」などの合唱が起きるこ
とは全く無い。 
さらに３年生の「表とグラフ」の学習場面を例に紹介しよう。
棒グラフの棒の人数を答える場面であった。直前に「横の数字を
見ると早く数えられる」と指導していた。１目盛りが２人で、１
２人を表示しているのに、Kさんは「１１人」と答えた。そこ
で、Kさんは「なぜ、Kさんは、１１人と間違えたのだろう」と
想像させた。そして、「Kさんは、ちゃんと横の数字を見て早く
数えようとしたけれど、１目盛り２人を１人と勘違いしたんだ」
と考えることができ、「誰もが間違えやすい部分だね」とまとめ
ることができた。 
このように、誤答の原因を想像して共有することで、クラス全
員が理解を深めることが出来ると考えている。さらに、教師が意
図的に「誤答」を提示し、「想像」「共有」というステップから
理解を深めさせようとすることもある。 

 

  
⑶ 研究推進体制 
・系統性を重視した低学年、中学年、高学年の３ブロックの体制 
・各ブロックからの代表と、研究主任、教務主任、教頭、校長からなる研究推進委
員会の機能の充実 
・専門性を生かしたＴＴ教員と、学級担任による連携を重視した授業計画 
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○ テーマ 
聞く、話す、書く、読む力を基本としたコミュニケーション能力の育成 

○ 研究の見通し(仮説) 
自分を大切にする気持ちや、人との心のつながりの良さを感じる集団の中
で、意図的・継続的に「聞く、話す、書く、読む」力を育てる到達目標に迫
るための重点単元の授業計画の作成・実施・評価・更新を行っていけばコミ
ュニケーション能力の育成を図ることができるのではないか。 
○ 研究の内容・方法 
①到達目標に迫るための重点単元の授業計画の作成、実施、評価、更新の実施 
②児童一人ひとりの実態をより詳しく正確に分析し、個に応じた課題作りや、
個の実態の記録を作成 



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 
・ [資料①]のように、具体的な到達目標を作成することで、１時間ごとの指導内
容や必要な活動が明確となり授業効率も向上した。また、この到達目標は、筑波
大附属小の白石先生をはじめ、著名な先生方に指導していただく機会を得て、よ
り良いものにできた。 
・ 児童の実態に合わせた授業形態を工夫することで、個に応じた授業が展開でき
たと思う。本年度は、３年生の算数科のCRTによって、統計的に検証する予定であ
るが、まだ、検査結果が届いていないため、ここに記述できないのが残念である
が、おそらく、学力の向上が数値としても明示できると期待している。 
・ [資料②]や[資料③]は、特に、児童や保護者の反響も大きく、本校が「学力向
上フロンティア推進校」として取り組んでいることへの理解を得られたと思う。
さらに、こうした取り組みが、児童や保護者の協力を得られるのだと、私たち教
員も学ぶことができた。児童一人ひとりの実態に合わせた「夏休みの課題（プリ
ント）」づくりや、「個の実態の記録」には、苦労と多くの時間を要したが、逆
に、満足感も得られた。 
・ 本校では、第２校時に研究授業を行い、午後から、その授業の研究会をもつス
タイルをとっている。そこで、第２校時の授業終了後、児童が書いた「授業評
価」を教頭が集計し、さらに記述文もすべて書き出したプリントをもとに、研究
会を行っている。研究会では、主に、そのプリントをもとに活発な意見交流が行
われ、児童を主人公とした授業のあり方について話し合われる。こうした研究会
のあり方が、私たち教員にとって、常に「授業の主人公は子ども一人ひとりであ
る」という意識の高揚につながっている。 
・ 本校では、国語力の向上に全教職員一体となって取り組んできた。また、読書
活動を重視しており、読書タイム（１日１０分）や、保護者、地域の方ととも
に、子どもの心の居場所としての図書館づくりを行い、本好きな子どもが増え
た。 

 
 ２．今後の課題 
・ 具体的な到達目標を児童の実態に寄り沿って見直しをしていく。 
・ 来年度に向けて個々の教員の専門性を生かし、教科担任制やＴＴ教員の活用方
法など研究を深める。 

・ 児童一人ひとりの実態をより詳しく正確に分析し、個に応じた課題づくりや個
の実態の記録を大切にしていきたい。 

 
Ⅳ 学力把握のための学校の取り組み 
 
 年度当初のＣＲＴを基に、個々の学習状況を把握しその指導方法を工夫する。 
 ３学期に再度ＣＲＴを行い、個の伸びや学級全体の伸びなどを統計的に検証す
る。 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

・ 学校説明会や開かれた学校づくり推進委員会などの場で、学力向上に向けての
取り組みを公開する。 

・ 個人懇談や学級懇談などの場で、学力向上に向けての取り組みを家庭に公開
し、連携を深める。 
・ ３年生の算数科については、３学期にもＣＲＴを行い、個の伸びや学級全体の
伸びを統計的に検証し、取り組みの成果を公表する。 
・ 研究紀要を作成し、必要機関に配付する。 

 



 
 
 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
    【新規校・継続校】  ■１５年度からの新規校       １４年度からの継続校 
 
    【学校規模】                ６学級以下             ■ ７～１２学級 
                                １３～１８学級          １９～２４学級 
                                ２５学級以上 
 
    【指導体制】           ■少人数指導            ■Ｔ．Ｔによる指導 
                                一部教科担任制         その他 
 
    【研究教科】         ■国語           社会       算数       理科 
                              生活           音楽     図画工作   家庭 
                              体育           その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      ■有       無 
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